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日次 月　日 曜日 都　市　名 時　間 交通機関 摘　　　　要

2014年 羽田空港国際線 09:30 ３階出発ロビー集合

１ ９月２８日 日 羽田空港国際線発 11:20 JL043 出発

ロンドン(LHR) 着 15:50 専用車 空港到着、入国手続き後、ホテルへ

夕刻

　　　　　　　　　　　　　　－ロンドン泊－

２ ９月２９日 月 ロンドン 終日 専用車 業務視察①
サザンウオーター社（SOUTHERN WATER）の
「PEACEHAVEN WASTEWATER TREATMENT」の視察

　　　　　　　　　　　　　　－ロンドン泊－

３ ９月３０日 火 ロンドン 午前 専用車 業務視察②
 ロンドン郊外の「Lakeside Energy from Waste
Facility」の視察

ロンドン(LHR) 発 15:00 BA942 BAにてデュッセルドルフへ

デュッセルドルフ着 17:20 専用車 空港到着、入国手続き後、ホテルへ

－デュッセルドルフ泊－

４ １０月１日 水 デュッセルドルフ 午前 専用車 ドルトムント近郊のリューネンへ

リューネン 業務視察③
 REMONDIS社の ﾘﾕｰﾈﾝ（Lunen）リサイクル総合工場
の視察

ブッパータール 午後 業務視察④
 ﾌﾞｯﾊﾟｰﾀｰ行政組合（AWG）Wuppertal工場の視察

デュッセルドルフ

－デュッセルドルフ泊－

５ １０月２日 木 午前 専用車

デユッセルドルフ市内視察、その後デュッセルドル
フ中央駅へ

デュッセルドルフ発 11:53 THALYS 超特急にてパリへ

パリ（EST) 　着 15:59 専用車 駅到着後、ホテルへ

－パリ泊－

６ １０月３日 金 パリ市内 午前 専用車 業務視察⑤

（ｲｯｼｰ地区）

SYCTOMのｲｯｼｰWTE施設の視察

午後 業務視察⑥

ﾊﾞﾚﾝﾇ･ｼﾞｬｰｼｰ村
ﾊﾞﾚﾝﾇ・ｼﾞｬｰｼｰMBT施設の視察

（パリ郊外）

－パリ泊－

７ １０月４日 土 終日 専用車 パリ市内視察

17:30 市内から空港へ

パリ(CDG) 　　発 21:00 JL046 日本航空にて帰国の途へ

－機中泊－

８ １０月５日 日 羽田空港国際線着 15:55 空港で解散

日程表(2014年9月28日～10月5日）
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ピーチヘヴン下水処理施設 

 

【訪問先】ピーチヘヴン下水処理施設／サザンウォーター 

Peacehaven Wastewater TreatmentWorks 

【所在地】Southern House Lewes Road Falmer East  Sussex  BN1  9PY  UK 

【訪問日】2014年 9月 29日（月）13:00～17:00 

【対応者】Mr Joel HUFFORD（PUBRIC RERATIONS MANAGER） 

Mr Kevin Short（SIGHT MANAGER） 

1. はじめに 

 イギリス、ロンドンの南に位置するサセックス

州に建設されたサザンウォーター社／ピーチヘヴ

ン下水処理施設を 9月 29日に調査のため訪問した。

今回の目的には、技術的側面の確認、イギリスの

下水処理のあり方の確認、自治体の範囲にとらわ

れない処理システムの状況を見学＆ヒアリングす

ることの３点を設定し、調査に望んだ。とくに下

水道の運営状況と汚泥のリサイクル状況に重点を

置き調査を行ったので以下に報告する。現地での

説明はサザンウォーター社の Mr.Joel HUFFORD

（ PUBRIC  RERATIONS  MANAGER）と Mr.Kevin

（SIGHT MANAGER）が担当していただいた。 

2. イギリスの下水事情 

 1989年に始まった民営化により、イギリスの上

下水道事業は日本のものとは違う形態となってい

る。下水道ではイングランドとウェールズを 10の

地域に分け、地域ごとに決まった民間会社がその

処理や管路の管理を行い、利用者からの使用料金

を元に事業運営を行っている。ここで最も重要と

されているのは｢利用者へのサービス｣である。ま

た興味深いのは利用料金の考え方で、法律上市民

の健康を守る目的で一般家庭の水道を止めてはな

らないため、料金不払い者の収入損失分（平均世

帯の年間上下水道料金 450ポンドのうち、20～30

ポンド）を予め見込んだ利用料金の設定をしてい

る。こうした料金体系も含めイギリスでは図２に

示す規制機関（とくにＥＡ、ＤＷＩ、Ofwat）がサ

ザンウォーターも含めた民間会社を規制している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：ピーチヘヴン位置図とサザンウォーター事業区域 
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図２：イギリス水道会社の規制機関 

（出典：公益社団法人日本水道協会） 



規制事例を以下に示す。 

・Ofwatから示された民間会社と利用者とのコミ

ニュケーションに対する数値目標を５年で具体化 

・来年 2015年には現在よりも厳しい水質基準（＝

ＥＵ基準）が適用される 

・施設の建設には、プランニングパーミッション

およびビジネスパーミッションが必要 

３．サザンウォーター社 

 2200人の正社員と 4000人の契約社員を抱える

同社は、イギリス国内に 94 箇所の浄水施設（配水

管は 13700km）、368箇所（ポンプ場も含むと推定）

の下水処理施設（下水管は 39200km）の管路を管

理している。また同社は 2010～2015年で 30億ポ

ンドの投資を上下水事業に対し行っている。この

うち 20億ポンドが施設建設に、10億ポンドが運

営に充てられている。 

後述するピーチヘヴン下水処理施設では 30年の

LCC を組んでいること、管理下の施設で機械部品

を共有化するなど、公共事業の民営化について相

当のノウハウを実践している。ここで同社が事業

運営で重要と位置付けしていることをあげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者へ良いサービスを提供できるアピール 

・コストに見合ったサービス 

・施設の働きを利用者に理解してもらうこと 

・利用料金の使途を発信すること 

・新技術による低コストで効率の良い技術の提供 

技術者の育成面では、16才から始めるアパレンタ

ーシップ制度やＮＶＱ（National Vocational 

Qualifications）から検査官を招き、実施教育に

よる職業能力の成果をテストしている。雇用面で

はロンドンへ流出する人材確保のため、ＥＵ内と

くに依然失業率の高いスペインを中心に対策プラ

ンを検討中である。 

４．ピーチヘヴン下水処理施設 

１）下水道施設の計画について 

ピーチヘヴン下水道施設は、地域住民の反対運動

があり、おおよそ 20年の歳月（計画に 12年、建

設に 4年、他に 4年）をかけて建設された。他の

建設予定地もあったが、政府のアドバイスを受け

ながら、住民との交渉を進めて現在の場所に決ま

った。下水道施設の建設にあたり、住民からの要

望事項は次の 2点があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（青文字：資源利用） 

図３：ピーチヘヴン処理フロー 



・施設が周囲の風景との調和 

・臭気対策 

前者については、屋根に芝(周辺に自生する芝)を

張りヨーロッパで最大の緑の屋根（面積 18,000m2）

とした。後者については、薬品を用いた酸及びア

ルカリ洗浄法と活性炭吸着法を用いて、臭気を除

去する方式とした。 

また、サザンウォーターはピーチヘヴンの建設

にあたり、３つの下記課題を掲げている。 

①人口増加に対して適切な水道量を供給し、下

水道処理を行うこと。 

②環境を良くすること。 

③海水浴場の水質を保つこと。 

２）施設の概要 

・処理方式 

 水処理：凝集沈殿処理＋好気性ろ床法（BAFF） 

 汚泥処理：濃縮＋消化＋脱水＋乾燥 

（乾燥汚泥は肥料、土壌改良材として利用） 

 臭気処理：酸及びアルカリ洗浄＋活性炭吸着塔 

・処理量 

全体計画の処理量：95,000m3/日  

 現状の処理量  ：30,000m3/日 

・放流水水質基準 

水質項目 単位 基準値 測定値 

BOD mg/ℓ 50 25 

COD mg/ℓ 250 125 

SS mg/ℓ ― 150 

Fe mg/ℓ ― 4 

・工期：2009年 7月～2013 年 3月 

・建設費：3億ポンド 

・施工業者：JV（SouthernWater,Costain, Veolia, 

Montgomery Watson Harza） 

・管理体制：昼間１１名、夜間 1名 

３)フロ－シ－ト：図３参照（日本とほぼ同じ） 

４）施設の外観及び全体配置図 

 施設全体を窪地（掘削し周囲とのＧＬをあわせ 

た）に建設し、周辺から施設の外観が見えないよ

うになっている。さらに施設の屋根や周りの擁壁 

 

図４：施設の外観 

(Southern Water のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより) 

に芝（周辺に自生する芝と同じ種類）を張り緑化

している。(図４参照) 

全体配置図の左側には、前処理施設、好気性ろ

床池を配置、中央部に凝集沈殿池を配置し、左側

に汚泥消化設備、汚泥処理設備、脱臭設備を配置

している。 

また沈砂池、最初沈殿池、凝集沈殿池、好気性

ろ床池及び消化槽は鉄筋コンクリート造、汚泥貯

留槽は鋼板製である。 

 

図５：全体配置図 

(Southern Water のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより) 

５）水処理設備 

・タンクローリーから生活排水等を受入れる設備

（フランジに接合し、電磁流量計を設置）がある。 

・し渣は除塵機を用いて除去されている。 

・沈砂池では、土砂等を除去し、底部に堆積した 

土砂等は掻寄機を用いて、ピット部に集められる。 

・凝集沈殿池には傾斜板を設置し、沈殿池の容積

を小さくしている。 



・好気性ろ床池内に担体を投入し、担体の表面に

付着した好気性微生物による有機物の分解を行っ

ている。 

・現状、処理水は消毒しないで海へ放流している

が、将来は紫外線消毒装置を設置する予定である。 

６）汚泥処理設備 

・初沈汚泥と凝集沈殿汚泥は、鋼板製の汚泥貯留

槽に貯留されている。 

・汚泥はベルト濃縮機を用いて、汚泥濃度が３％

に濃縮されている。 

・濃縮汚泥は３槽の消化槽へ投入されて汚泥の減

容化とバイオガスが回収されている。 

・消化槽内の温度はボイラを用いて 37℃に保って

いる。 

・消化汚泥は遠心脱水機を用いて汚泥を脱水して

いる。（汚泥含水率 75％の脱水汚泥） 

・脱水汚泥は成形装置を経由し、キルン式の乾燥

機へ移送し、乾燥されている。（乾燥後の汚泥含水

率は 5％程度） 

・乾燥汚泥はφ3ｍｍ以下の粒径に成形され、肥料

として利用されている。 

・肥料化にかかるコストは 120ポンド／tである 

・肥料は 40～50ポンド／t で販売している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バイオガスは脱硫後、ガスホルダに貯留し、主

に消化槽加温用のボイラ燃料として利用し、残り

のバイオガスは発電機燃料として利用されている。 

・発電された電気は、施設全体の電気量の約 25％

をカバーしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．所感 

今回の視察ではピーチヘヴンの下水処理技術や汚

泥処理技術そのものは日本のそれと同等であるこ

とが確認できた。 

処理規模 3 万トン／日の下水処理施設のピーチヘ

ヴン（日本の中規模にあたる施設）は、サザンウ

ォーターがアピールしている通り、周辺への環境

に配慮した施設（ＨＰにも殆どが周辺環境との調

査が記載、処理の内容は数行、紹介文の 1/10以下）

であった。臭気対策では臭気発生源となる箇所か

ら適切に捕集（凝集沈殿と生物単体を利用した好

気性ろ床からも）され、「酸＋アルカリ洗浄⇒活性

炭」により効果的に処理できているものと考える。

（制御値や活性炭のライフ、臭気変動によるスケ

ール発生、処理排ガスデータ等もあれば良かった

が確認できず）また周囲からの景観では、地盤を

掘り下げて建設し、屋上緑化（周辺に自生する芝

生）した屋根をＧＬとほぼ同一面に仕上げている

点、建物（上から見ると全体が楕円形）を効果的

に配置し水処理や汚泥処理の部分を目隠ししてい

る点が良く理解できた。日本で同様の配慮をして

いる施設は東京都など大都市で散見されるものの、

ピーチヘヴン下水処理施設のような地方都市での

事例は稀で、地域との共生や（おそらく）規制機

関の指導という面で今後の参考になった。 

 

図７：ミーティング風景 

 

図６：乾燥汚泥（土壌改良剤） 



またヒアリングの中で繰り返し出てきた、「利用者

へ（施設を通じて）良いサービスを提供する」視

点は我々設計者にとって共通する重要な基本概念

のひとつであり、同じエンジニアとして共感する

ものがあった。 

今回、将来下水処理施設や廃棄物処理施設で民営

化が進んだ場合のひとつの将来像に触れられたこ

とは、有意義な経験であり、施設の運転状況を地

域へ情報提供し、利用者との良い関係を築こうと 

する点、規制機関との関係なども参考になった。 

 

 

 

 

 

                 

             

 



（英国）Lakeside Energy from Waste Facility 

 

【訪問先】Lakeside Energy from Waste Limited（英国） 

         （英国廃棄物処理業者 Grundon社と Viridor社の合資で設立した特別目的会社） 

【所在地】Lakeside Road,Colnbrook,Berkshire UK 

【訪問日】2014年 9月 30日（火）10:00～13:00 

【対応者】Danny Coulston(Director of Operations), Tim Evans(Process Engineer) 

 

1. はじめに 

９月 30日（火）に、英国ヒースロー空港の近

くに建設された Lakeside Energy from Waste 

(EfW) 施設を訪問した。 

当施設は英国のリサイクルや廃棄物処理をリー

ドする Grundon社と Viridor社の合資による特

別目的会社によって運営され、建設は日本企業が

フルターンキーで行ったプロジェクトである。 

廃棄物焼却施設横の湖上にある円形の教育施設

に案内され、施設の概要説明を受けた後、早くも

たくさんの質疑応答が始まった。予定時間を大幅

に超過する活発な視察となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設外観（都市清掃 Vol66より） 

2. 施設概要 

発注者 Lakeside Energy from 

Waste Limited 

運転開始 2010年 1月 

建設費 160 million ポンド 

EPC （株）タクマ 

炉形式     ストーカ式 

ごみ性状    一般家庭ごみ、事業系ごみ 

LHV 7.5～12.5MJ/kg 

        9.2 MJ/kg（設計） 

MCR 8.7 MJ/kg 

MCR焼却能力  685t/d×2系列=1,370 t/d  

年間処理量 約 410,000ｔ(9.2 MJ/kgとして) 

蒸気条件 最高使用圧 6.2MPa 

ボイラ     4.5MPa 400℃（SH出口にて） 

蒸気タービン 発電出力 36.65MW 

排気圧  0.9mbar 

熱供給 実施せず（供給先なし） 

従業員 約 50名 

運転：３名／班×４班 

        その他日勤、ごみ収集管理 

運転計画    18ヶ月連続運転 

受電電圧    33kV 

        タービン発電電圧 11kV 

        プラント使用電圧  3kV以下 

所内消費電力  約 3.5MWh 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロセスフロー（都市清掃 Vol66より） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

        説明風景 

３. おわりに 

ごみ収集を広域化し、民間事業者が建設から運

営まで一貫して実施している効率的な施設例であ

った。主観ではあるが、今後の日本がお手本とす

べき事例として、検討を進める価値があると思わ 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

             質疑応答の様子 

 

 

 

 

 

れる。 

ただ、NIMBYであるがゆえに、英国において 

も施設の事業化計画に長い年月を要することが必 

至であり、全く日本と同様であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 



レモンディス リッペプラント 

 

【訪問先】レモンディス リッペプラント 

REMONDIS Lippe Plant 

【所在地】Brunnenstrasse138,44536Lünen,Germany 

【訪問日】2014 年 10 月 1 日（水）10:00～12:00 

【対応者】Heinz Koppe 氏 (REMONDIS 社の OB) 

 

1. はじめに 

 10 月 1 日（水）に、ドイツ・ルール地方のリ

ューネンに所在する欧州最大のリサイクル施設で

あるレモンディス社のリッペプラントを訪問し

た。Heinz Koppe 氏に展示ホールで説明を受

け、その後、バスにて施設見学し、再び展示ホー

ルにて質疑応答を行った。 

 

リッペプラント入口 

 

2. REMONDIS 社について 

REMONDIS 社は水事業、環境関連事業を行っ

ており、RHENUS 社(物流)、SARIA 社(動物解

体)の 3 社で構成する RETHMANN グループの一

員である。概要は下記のとおりである。 

 

・収益：4000Mil.€ (2007 資料より) 

・従業員：17,000 人 

・欧州 21 ヶ国、中国、日本、台湾、オーストラ

リアに事務所所在。（全世界では 30 ヶ国） 

・2500 万 t/年のリサイクル可能物を扱ってい

る。500 以上の施設を運営。 

・事業内容 

 ＜水事業＞ 

  水道、水処理、水リサイクル、ダムなど水供

給に関わる全ての事業、技術開発 

上下水プラントの計画・設計・建設・運営 

 ＜環境関連事業＞ 

  廃棄物の収集、運搬、選別、処理、リサイク 

  ル 

  家電リサイクル 

  廃棄物処理・リサイクルプラントの計画・設

計・建設・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・納入実績 

＜ドイツ国内の廃棄物プラント＞ 

 

＜他国の廃棄物処理プラント＞ 

 

＜その他のプラント＞ 

 

 

3. リッペプラントの概要 

 リッペプラントの概要を以下に示す。 

＜施設全体＞ 

・沿革 1938 年 アルミニウム総合工場操業開始 

    1983 年 アルミ生産量減少に伴い、新事

業開始 

 1993 年 RETHMANN グループが本施

設を買収し、石膏、化学、木材、プラ、燃

料の事業を開始 

    その後、順次施設を追加設置 

        2004 年 REMONDIS の名称を採用 

・面積          230ha 

・従業員         1,200 人 

・廃棄物 INPUT          160 万 t/年 

・リサイクル物 OUTPUT   100 万 t/年 

・エネルギーOUTPUT    295,000MWh/年 

・投資額(1993-2006)       270Mil.€(約 370 億円） 

 

＜各施設の概要＞ 

①家電リサイクル施設（WEEE 除去（解体）セ

ンター） 

従業員 110 人（ヒアリングでは、3 交代、

土日は休み） 

施設規模 100,000ton/年 

Input 冷蔵庫、テレビ、モニター、小型

家電、IT 機器、工具、ガーデニン

グ機器 など（2006 年より引取が

有償となった） 

Process 有害物質除去、破砕、選別 

Output プラスチック、銅、鉄、高級鋼、

アルミ、コンデンサー、バッテリ

ー、廃油、CFC、木材、パネルグ

ラス 

接続先施設 プラスチックリサイクル施設、木

材リサイクル施設、金属リサイク

ル施設 

 

 



②木材リサイクル施設 

従業員 14 人 

施設規模 430,000ton/年 

Input 建廃、梱包材、粗大ごみ、篩上ご

みなど 

Process 選別、破砕、篩い 

Output チップボード、燃料（木質発電施

設） 

接 続 先 施

設 

木質発電施設 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ A1～A4 ランクの木材を搬入し、

ヤードで区分して貯留。 

A1 は不純物が無いもの。A4 に行

くほど不純物混入率が高くなる。 

汚染度の高いものは木質発電施

設の燃料となる。 

 

 

廃木材貯留ヤード 

 

③金属リサイクル施設 

従業員 15 人 

施設規模 250,000ton/年 

Input 金属残さ、焼却灰 

Process 破砕、選別 

Output 高級鋼、非鉄金属、粒状金属、焼

却灰 

接続先施設 鉱物リサイクル施設、金属リサイ

クル施設 

④土壌施設 

従業員 2 人 

施設規模 100,000ton/年 

Input 掘削土、砂、灰、汚泥 

Process 破砕、篩い、混合 

Output 腐植土 

接続先施設 コンポスト製造施設 

 

⑤アルミニウム化合物製造施設（alumin） 

従業員 12 人 

施設規模 100,000ton/年 

Input 水酸化ナトリウム水溶液、水酸化

アルミニウム水溶液、スラッジ 

Process 洗浄、濃縮、ろ過 

Output アルミニウム化合物 

接続先施設 顔料製造施設（casul 製造施設） 

 

⑥白色顔料製造施設（casul） 

従業員 3 人 

施設規模 15,000ton/年 

Input アルミニウム化合物（almin）、そ

の他 

Process 固体分散プロセス（特許） 

Output 白色顔料(casulwhite) 

接続先施設 アルミニウム製造施設(alumin) 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 製品顔料は製紙工場、ペンキに

使用される。 

 

⑦撥水剤製造施設(PLANOLEN) 

従業員 30 人 

施設規模 24,000ton/年 

Input 廃容器、製品リジェクト品 

Process 破砕、金属分別、洗浄、造粒 

Output 自動車部品、家電製品ケース等

粉砕物 

接続先施設 WEEE 除去（解体）センター 

 

 



⑧プラスチック製品製造施設(PLANOMID) 

従業員 6 人 

施設規模 3,000ton/年 

Input 高品質プラスチック原料、リジェ

クト品 

Process 粉砕、金属分別、造粒 

Output プラスチック顆粒（車両部品用、

スイッチ等電気部品ケース用等） 

接続先施設 WEEE 除去（解体）センター 

 

⑨石膏製品製造施設(RADDiBIN) 

従業員 40 人 

施設規模 350,000ton/年 

Input 石炭火力発電所排煙設備からの

石膏 

Process 焼成、粉砕、混合、精製 

Output 建設資材他石膏製品 

接続先施設 鉱物リサイクル施設 

 

 

石膏貯留ヤード 

 

⑩コンポスト製造施設(Reterra) 

従業員 12 人 

施設規模 58,000ton/年 

Input 木材、家庭ごみ 

Process 破砕、ブリケット、粉砕 

Output 各種コンポスト 

接続先施設 木質発電施設、土壌施設 

 

コンポスト製造施設 

 

 

⑪木質発電施設 

従業員 15 人 

施設規模 140,000ton/年 

Input 廃木材、木くず、余剰堆肥化原料 

Process 燃焼（タービン 20MW） 

Output 150,000MWh の電力 

接続先施設 木材リサイクル施設 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 発電電力は市に売却。場内で使

用する電力は市から購入。 

 

 

木質発電施設 

 

 

 

 



⑫食肉廃棄物燃料化施設 

従業員 53 人 

施設規模 80,000ton/年 

Input 食肉廃棄物と動物死骸 

Process 処理と生成管理 

Output 油脂、脱脂した肉ペースト 

接続先施設 流動床発電施設 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 食肉廃棄物等を 330℃、3Bar で加

熱し、油脂(発電所燃料)を取る。 

 

⑬バイオディーゼル燃料製造施設 

従業員 20 人 

施設規模 100,000ton/年 

（上記はﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの数値。ﾋｱﾘﾝｸﾞで

は 500,000ton/年生産とのこと） 

Input 植物性、動物性の油脂 

Process 複数槽処理 

Output バイオディーゼル燃料、グリセリ

ン、飼料 

接続先施設 タンクローリー車燃料 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 欧州全土、さらにカザフスタンか

ら原料を収集。 

製品はロッテルダムから搬出して

いる。 

ディーゼル車燃料に７％混入して

使用。 

 

 

バイオディーゼル燃料貯留槽 

⑭代替燃料製造施設 

従業員 20 人 

施設規模 40,000ton/年 

Input 古紙、ダンボール、カード、繊維、

プラスチック 

Process 機械的・生物学的処理と生成管理 

Output 代替燃料 廃棄物 

接続先施設 WEEE 除去(解体)センター、流動

床発電施設 

 

⑮流動床発電施設 

従業員 38 人 

施設規模 160,000ton/年 

Input 食肉廃棄物、化学工場廃棄物、代

替燃料、下水汚泥、ダストなど 

Process 流動層燃焼（タービン 8.9MW） 

Output 50,000MWh/年の電力、125,000t/

年の蒸気、55,000,000m3/年の圧

縮空気 

接続先施設 全ての施設 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 1980 年アルミ会社が設置。最初の

循環流動床発電施設であり、アル

ミ会社が特許を持っている。 

燃料となる廃棄物の性状検査を投

入事前に行っている。 

 

 

流動床発電施設 

 



 

 

４. おわりに 

 今回の視察では日本でいう一般ごみの焼却プラ

ント、下水処理プラントを調査し、さらにここで

は、産業廃棄物の処理・リサイクルプラントを調

査した。 

 REMONDIS リッペプラントは、日本では見ら 

れないような大規模で、多様な廃棄物(主として

日本でいう産廃)を受け入れ、それぞれのプラン

トが連携して、リサイクル物を製造している。ま

た、所内での残渣物処理やエネルギー生産も行っ

ており、施設全体で効率よく運営されている印象

を受けた。 

 日本においても、エコタウンのような廃棄物処

理・リサイクル施設が集積している地域があるの

で、このような地域において全体を統括し、もっ

と物質やエネルギーのやり取りを連携、全体とし

ての効率化を目指すことが理想的であると感じ

た。 

 今回は、質疑時間が短く、運営等に関する情報

はあまり聞けなかったが、今後も情報収集の機会

があれば幸いである。 

リッペプラント概要図 



ブッパータールごみ処理施設 

 

【訪問先】ブッパータールごみ熱電供給施設 

MHKW Wuppertal 

【所在地】Korzert 15, 42349 Wuppertal, Germany 

【訪問日】2014年 10月 1日（水）13:40～17:10 

【対応者】Conrad Tschersich（Dipl.-Ing） 

 

1. はじめに 

19世紀に工業として栄えたブッパータールは

1906年に廃棄物発電ボイラが建設され、そのと

きには温水プールも併設された（現在はレストラ

ン）。 

今回訪れた施設は 1970年代に現在の場所に建

設され非常に古いものであるが、今日までボイラ

の増設等で対応してきている。 

古いモノは壊してはいけないというドイツ文化

と日本と変わらないごみ処理施設に対するネガテ

ィブな市民運動の中で、現在の事業と将来の事業

展望を中心に視察した。 

 

 

 

図１ Wuppertal 位置図 

 

2. 訪問先について 

１）AWG 

発注者である「AWG」は自治体の出資する団

体（第三セクター）である。ドイツにおいても都

市ごみ処理は地方自治体により運営される。説明

して頂いた Conrad氏も自治体から派遣されてい

る。 

160万人の住民から出るごみを処理しており、

年間処理量は 400,000トンである。 

ごみ処理のほかに収集も事業として行ってお

り、収集車：100台、ごみ収集容器を 16万個設

置している。 

売上は、9,000万ユーロ。2013年は、熱供給量

65,700MWh、売電量 123,600MWh。240 万人が

対象となる地域にエネルギー供給を行っている。 

市民の理解を得るため敷地内にプール（温水供

給）を設け、開放している。 

 

 

図２ AWG 構成（PPTの図） 



 

図３ 熱供給エリア 

 

２）ブッパータールごみ熱電供給施設 

施設概要は以下のとおりである。 

発注者 AWG 

運転開始 1973年（営業開始） 

建設費 EUR 600 million 

EPC Steinmueller Babcock 

Environment GmbH

（K12,K13） 

Doosan Lentjes

（K11,K14,K16） 

年間処理量 400,000ｔ 

MCR 9.5 MJ/kg x 15.16 ton/h 

炉形式 Forward moving grate 

排熱ボイラ 4-Pass Vertical Boiler 

蒸気量 48.06t/h 

蒸気条件 28 bar 350deg.C 

（将来 41bar x 400deg.Cに変更可能） 

発電出力 40MW（施設全体） 

従業員 430名 

 

排ガス処理は吸着塔（活性コークス：レンチェス

製）＋触媒脱硝塔は全 3系列で 1.1億ユーロの投

資をした。なお、触媒の温度は 170～180℃であ

る。 

 

 

図４ 施設外観 

３）国内事情 

①施設容量は十分であるが、処理するごみ量が減

少してきており、収入が下がっている。そのた

め、2年前に比べて全体で 4,000万ユーロ収入が

低下している。ただし、Wuppertalの施設では影

響が小さい。 

そのため、新規投資については見通しが良くな

い。 

②再生エネルギーは送電量が多い場合に出力制限

がかけられる。その場合、出力を抑える必要があ

るが、電力会社から 1ユーロ/kWhの補償金が受

けられる。ただし、制限がかけられる時間は短

い。 

③熱輸送は最長 10km行っている。現状は人口の

少ない地域に温水を供給しているが将来的には都

市部へ蒸気（120℃）を供給する計画である。 

夏場、熱は吸収式冷凍機を介してクーラーに使わ

れている。

 

図５ 施設調査風景１ 



 

図６ 施設調査風景２ 

 

年間ごみ処理量 40万トン  

チッピングフィー 120ユーロ/トン  

熱・電気収集 15ユーロ/トン 35ユーロ/MWh 

（2年前は 55ユーロ

/MWh） 

※再生エネ：100ユ

ーロ/MWh 

 

通常 バイオマス燃料 

3.03セント/kWh 6.24セント/kWh 

 

３. おわりに 

森や美しい池が近隣にあり施設から見渡すと非

常に美しい環境にあった。森には環境変化に敏感

なふくろうが生息していることを誇らしげに紹介

していただいた。 

事業展望についてはごみ量の減少に伴い非常に

厳しいものであることが、その表情からも伺え

た。 

日本も必ず同じ方向に進むことから、広域処理

と処理費用の低コスト化のアプローチを参考にす

べきと考える。 

なお、環境に対する意識が高いと考えていた独

でごみ発電に対しインセンティブが働いていない

ことは驚きであった。 

 

 

図７ ディスカッション風景 

 

   

 

 

        

 



イッシー レ ムリノーごみ処理施設 

 

【訪問先】イッシー レ ムリノーごみ処理施設 

Multi-threaded Isséane Moulineaux Centre 

【所在地】47-103 quai du pdt Roosevelt 92130 ISSY LES MOULINEAUX 

【訪問日】2014年 10月 3日（金）11:00～12:20 

【対応者】Mr. CHRISPHER MARIA (Communication Dept. of SYCTOM) 

 

1. はじめに 

10月 3日（金）に、パリ南西部のセーヌ川近傍

に建設されたイッシー レ ムリノー（Multi-

threaded Isséane Moulineaux Centre）ごみ処理

施設を訪問した。 

当初の予定では、同じ SYCTOMが管理している

パリ南東部のイブリ（Centre multi-threaded Ivry 

Paris XIII：1,200t/d×2系列）を視察する予定で

あったが、SYCTOM側の申し入れにより、急き

ょ、視察先が変更になった。 

現地では、前日に不具合が生じ、復旧作業中との

ことで、炉室内への立入りができず、施設入口（模

型廻り）で広報担当の CHRISPHER MARIA氏か

ら SYCTOMと Issy-les-Moulineauxに関する説明

を受けた後、質疑応答となった。 

 

施設外観（SYCTOMの HPより） 

 

2. 訪問先について 

１）SYCTOM 

SYCTOMとは、家庭ごみを処理するために 84

の地方自治体が連帯した組織で、地方分権化に伴

い、1984年に地域内のすべてのごみを処理するた

めに組成された。 

570万人の住民から出るごみを処理している。 

なお、2013年度は 230万トンのごみを処理した。 

年間予算は EUR567million である。 

 

ごみの取集・処理区分（SYCTOMの HPより） 

 

２）イッシー レ ムリノーごみ処理施設 

施設概要は以下のとおりである。なお、SYCTOM

を構成する自治体のうち 22 自治体から収集してい

る。 

 

発注者 SYCTOM Paris 

運転開始 2007年 

建設費 EUR 600 million 

EPC Hitachi Zosen Inova AG 

（炉、ボイラ、排ガス処理、蒸

気・復水系統、タービン、電気

計装設備を担当) 



年間処理量 460,000ｔ 

施設規模 732t/d×2系列 

LHV 8-11.7MJ/kg 

蒸気条件 50bar 400℃ 

発電出力 52MW 

熱供給 150t/h 

従業員 50名 

運転は、EDF（フランス電力会社）

子会社の TIRU および SITA フラ

ンスの JV/Consortium が行って

いる。 

特 長 

建屋高さは 21m で景観に配慮したものとなって

いる。 

煙突高さは 35mだが、ほとんどが地下のため、建

屋天井から 5mだけ突出しているだけである。 

 

施設外観 

 

2013年の実績は、以下のとおりであり、当初の計

画に即した運転ができている。 

 

処理量 459,945ｔ 

売電量 59,767MWh 

熱供給 562,855MWh by Steam 

クリンカ搬出量 84,240ｔ 

Fe回収量 6,882ｔ 

非鉄回収量 841t 

 

プロセスフロー（Hitachi Zosen Inova 提供） 



３. おわりに 

今回視察を行った 3か国の中でフランスが、最

も日本の実情（官が建設資金を調達し、建設を行

い、民に運転を委託）に似通っていると感じた。 

また視察した当施設は住宅街に立地することも

あり、地域になじむ低層建築へのこだわり、白煙

（水蒸気）が見えないようにする住民感情への配

慮など、ごみ焼却施設はやはり目障りな施設であ

り NIMBYであるという事実、そのために高価な

建設費を投じていることがわかった。 

古くからエネルギー供給施設としてのごみ焼却

施設の立場が確立しているフランスでさえ、とい

う感じである。 

 

 

 



バレンヌ・ジャーシーＭＢＴ 

 

【訪問先】バレンヌ・ジャーシーＭＢＴ施設 

Le centre de traitement 

【所在地】91480 Varennes-jarcy,France 

【訪問日】2014 年 10 月 3 日（金）14:10～16:15 

【対応者】Mr. Nicola MASOUNAVE（SIVOM Communication Manager） 

 

1. はじめに 

 10 月 3 日（金）に、パリの南東バレンヌ・ジ

ャーシー村に建設されたバレンヌ・ジャーシーＭ

ＢＴ施設を訪問した。目的は、フランスにおける

コンポスト化施設の建設・運営財源の調達、運営

方法、処理・収集技術などについて、日本の現状

と対比し調査することである。なお、今回の調査

施設は、唯一のコンポスト化施設であり、他施設

と異なる方法・技術に注目して調査したものであ

る。 

 

 

SIVOM 構成自治体(SIVOM HP より引用) 

 

 

2. 建設・運営財源と運営方法 

 施設を所有する SIVOM は、周辺 15 自治体で

構成された組合であり、施設の建設、ごみ収集業

務を行っている。施設の運営は民間会社 urbasys

に委託しており、運転人員は 30 名である。本組

合には、理事会を設置しており、各自治体の議員

が 2 名ずつ選出され合計 30 名で構成され、その

内の 1 名が理事長となり管理されている。対象と

なる自治体の面積は、本施設付近からパリ南郊外

に接する位置まで広がっている。対象人口は

173,000 人で、構成自治体の人口は最大で約

30,000 人、最小で約 2,000 人である。 

 本施設の建設費は、約 3500 万ユーロでその内

40％が国の助成金でまかなわれた。また、運営財

源は住民の税金であり、今年度の SIVOM の予算

は約 2,000 万ユーロ（約 27 億 5 千万円）、下請け

である施設運営会社 urbasys の予算は約 700 万

ユーロ（約 9 億 6 千万円）である。 

一方、収入としては、ガス発電で、4,320 ユー

ロ/日（約 60 万円/日）（注１）、生産したコンポスト

販売で、10 万ユーロ/年（約 1,375 万円/年）（注２）

である。 

注 1：1MW×3 基×24h＝72,000kWh のうち

50％を売電、売電単価 0.12 ユーロ/kWh（約

16.5 円/kWh）として 

注 2：20,000ｔ/年生産し、販売単価 5 ユーロ/ｔ

として 

 



なお、本施設には、年間 55,000 トン/年の植物

性廃棄物・その他ごみが搬入され、コンポスト生

産量は 20,000 トン/年である。施設処理能力は

100,000 トン/年を有しており、現状余裕をもった

運営を行っている。 

 

バレンヌ・ジャーシーＭＢＴ施設(SIVOM HP より引用) 

 

3. 処理・収集技術 

 １）フランスの家庭ごみ事情 

 フランスの家庭ごみの分別は、①ガラス、②容

器包装、③植物性廃棄物（芝、枯れ葉、剪定枝葉

（φ30mm 以下）等）、④その他となっている。

収集日は月曜日から金曜日までである。本施設に

搬入されるごみは、③植物性廃棄物、④その他で

あり、搬入量は③植物性廃棄物が 1/3、④その他

が 2/3 である。また、④その他ごみの性状は、

1/2 が生分解性ごみ、1/2 が生分解しないもので

ある。 

 

ごみ分別説明パネル 

２）施設処理フロー 

 

 

施設処理フローパネル 

  

収集されたその他ごみは、ごみピットへ投入さ

れる。 

 

 

ｸﾚｰﾝ操作室から見たごみﾋﾟｯﾄ、ごみｸﾚｰﾝ 

 

次にごみクレーンでコンベヤに投入し、バイオ

コンパクターに流れる。これは、長さ 40ｍ、直

径 3ｍの円筒形で回転しており、ごみ投入から排

出までに 3 日間かかる。また、投入されたごみは

内部の撹拌機構でぶつかり合って摩擦熱を発生

し、水分が蒸発するとともに発酵し、粉化してく

る。 

 



 

バイオコンポスター（補修中） 

出てきた粉化物から、磁力選別機で鉄類を除去

し、性状による乗り継ぎ時の動きの違いによりガ

ラスを除去する。最後に 30mm、10mm メッシ

ュのトロンメルで篩って、残渣を除去し、生分解

性ごみを精選する。ここで選別されたガラス、残

渣等は最終的に埋め立て、又は焼却処分すること

になる。次に、蒸気により熱と水分を加えて発酵

条件を整えた上で、発酵槽に投入される。発酵槽

内では嫌気性発酵に伴いバイオガス、主にメタン

ガスが発生する。 

 

発酵槽（ｺﾝｸﾘｰﾄ製、直径 35ｍ×高さ 15ｍ×3 基） 

 

発生したメタンガスはガス発電設備において発

電し、発電力量の 50％で本施設全ての電力をま

かなっている。残りの 50％はフランス電力へ売

電されている。将来的には、ガスをトラック燃料

として利用したいと考えている。 

 

ガス発電設備（1MW/h×3 基） 

発生したメタンガスの一部は、発酵槽へ高圧噴

霧で戻し、内部のごみを撹拌している。内部のご

みを撹拌することで、内部ごみの発酵状態は均一

に保たれるようにしている。内部のごみ量は常に

一定に保ち、温度も 37℃に保たれ、30 日間滞留

させている。排出された発酵物は、圧縮及び遠心

分離機で乾燥させて、植物性廃棄物を粉砕したも

のを混合した後、蒸気で加熱、撹拌を行い 30 日

間の熟成工程を経てコンポストとなる。本施設で

生成された堆肥は、栄養価に優れており農家に喜

ばれている（EU 規制に合致）。また、施設から

半径 15km 範囲で使ってもらっている。全ての施

設には脱臭装置が付いており、減圧し臭気が外部

に漏れないようにしている。脱臭装置は洗濯タワ

ーと呼ばれる洗浄塔（薬品は硫酸）と火山岩性の

活性炭を使用している。 

 

脱臭装置（洗浄塔、活性炭吸着塔） 



３）収集業務について 

 フランスではごみ収集業務は、民間会社に委託

していることがほとんどであるが、SIVOM では

自ら収集業務を行っている。収集車両自体も

SIVOM オリジナル仕様で、側面部に遠隔操作が

可能なごみ箱掴み・反転装置を取付けている。こ

れにより、ごみ収集業務を運転手 1 人で行うこと

が可能となり、人件費を削減している。また、複

数人で作業を行うと挟まれたりする事故が発生す

るが、それを防ぐことも出来る。さらに、収集作

業員の教育にも力を入れており、収集作業員のレ

ベルに応じて、ごみ運搬作業員→複数作業車運転

手→1 人作業車運転手とランクアップさせてい

る。これにより、作業員の作業環境と賃金が向上

し、作業員のモチベーションアップに繋げてい

る。 

 

反転装置付き収集車 

 

4. おわりに 

 フランスの施設建設、運営は、日本に似た形態

であることがわかった。財源としては、住民の税

金を主体としているが、収入には売電及びコンポ

ストの販売があり、施設運営のために有効活用し

ている。また、住民側も生産される有用なコンポ

ストを有効活用する動きがあり、生産物の消費対

応において大きなメリットとなっている。日本で

も生産物の有用性をアピールして有効活用に繋げ

る仕組み作りが重要と感じた。 

今回の視察で残念なことは、本年 8 月にバイオ

コンポスターが火災により損壊し、施設運転状況

を確認が出来なかったことである。また、視察時

間が足らず確認したかった運営上の質疑を残した

結果となり、視察における時間配分の難しさも痛

感したが良い経験となった。そのような状況の

中、火災事故後の補修対応等で忙しいところ、担

当のニコラさんと女性運転員の方が我々の視察案

内、質問に対して真摯に答えてくれたことに感謝

したい。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 


